
、非小細胞肺癌。
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  



に応答して腫瘍細胞が を亢進する 細胞
上で が に結合すると、 細胞のアポトーシ
ス、アネルギーおよび疲弊の原因となる。

は、 およびアネルギー ヘルパー 細胞
上の両方に発現する。 は、 クラス に結合
し 細胞の活性化を阻害する。

は、腫瘍微小環境内で免疫細胞の局在化を促

進するケモカインである。

腫瘍微小環境内の シグナルは、腫瘍 細胞の排除
および 遮断への応答の低下の原因となる。



は、 によって発現し、
細胞によって亢進される可能性がある。 は、

感染や腫瘍に対する免疫応答を低下させる。

の過剰発現は、炎症に関わる腫瘍侵襲性を亢進
し、細胞増殖や血管形成を促進する。
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